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　国産ファインジュエリーブランド
「KAJITA」と「FUJIMORI」が、2013
年から約5年間、シンガポールの現地
百貨店内でのポップアップイベントで
実績を積み重ねてきた結果、2社にとっ
て初となる海外店舗「FUJIMORI／
KAJITA」を、旗艦店となる常設展とし
て、シンガポール高島屋の1階ファイ
ン・ジュエリー・エリアに今年1月にオー
プンさせた。
　KAJITA（㈱梶田＝東京都港区、梶
田行雄代表）は、南青山のカラーストー
ン専門のジュエリーブランド。浅草で創
業した1920年から、一貫して東京での
ものづくりにこだわりつづけてきた。そ
れぞれに異なる色、輝き、形。個性的な
魅力を持つカラーストーンの中から選
び抜かれた、本当に美しい宝石だけを
用い、その魅力を十分に発揮するデザ
インを追求。シンプルなデザインで、普
遍的な魅力を持つ高品質な宝石を用

いた国産ファインジュエリーブランドと
して、着実に幅広い世代からの支持を
集め、2018年7月に表参道に自社直営
のサロンを設け、国内と海外のVIP顧
客へのサービスを強化している。
　代表取締役専務の梶田謙吾氏は「こ
れまで5年間、ポップアップという形で
シンガポールのお客様にジュエリーを
ご紹介してきました。常設の売り場を展
開しますが、日本のジュエリーブランド
でグローバルに成功している例はあまり
多くありません。そしてその多くは、日本

の特産品でもある真珠という素材に根
ざしています。しかし私は日本のカラー
ストーンジュエリーこそ、世界を驚かせ
ることができると信じています。色使い、
色合わせ、繊細な石留め、モチーフの多
様性。こうしたカラーストーンジュエリー
の要素は、四季の移ろいを愛する日本
人の「陰翳礼讃」の気質と非常に相性
が良いと考えています。KAJITAには日
本で長年培ったジュエリーメーカーとし
ての土台があるので、その蓄積をグロー
バルブランドとして昇華していけたらと

思っています。アジアのハブであ
り、世界中のお客様が行き交う
シンガポールで、そのチャレンジ
ができることにとてもワクワクし
ています」とコメント。
　「FUJIMORI」（㈱フジモリ＝
東京都世田谷区、藤森隆代表）
は、1970年に、東京の三軒茶
屋にて創業。工房主体のジェ
リーブランドとして、一人の職人
がすべての工程を一貫して製
作している。クラフトマンスタイ
ルにこだわり、一点一点ジュエ
リーを生み出す。FUJIMORIの
デザインジュエリーは、オー
ナー自らがブラジルやタイ、ドイ
ツなど、世界中の産地や研磨地
から直接宝石を仕入れ、個性

的な宝石それぞれにデザインを行い伝
統的な鍛造技術によって製作されるオ
リジナルジュエリー。

　㈱ケイ・ウノ
（愛知県名古
屋市、久野雅
彦社長）と、プリ
モ・ジャパン㈱
（東京都中央
区、澤野直樹
社長）は、台湾
において共同
出資会社を設
立し、共同でブ
ライダルジュエ
リーの企画・製
造・販売事業を
展開することを
発表。1号店の
オープンは今
夏を予定し、
2021年までに
台湾において5

店舗の運営を目指すとしている。
　共同出資会社設立にあたっては、ケ
イ・ウノ、プリモ・ジャパン、プリモ・ジャパ
ンの台湾子会社の璞琳夢鑽石股份有
限公司（以下「璞琳夢台湾」）の3社間
で共同出資契約書を締結し、ケイ・ウノ
と璞琳夢台湾がそれぞれ50％ずつ出
資。ケイ・ウノが手掛けるオーダーメイド
商品を、璞琳夢台湾が有する台湾域内
の店舗開発やマーケティングの知見を
活かし販売することで、台湾市場にお
けるジュエリー事業の拡大を目指す。
　1981年に創業したケイ・ウノは、オー
ダーメイド専門店として国内で唯一全
国展開。自社デザイナーにより年間4万
種類のデザインを生み出し、職人の高
い技術力により2015年12月には、日
本初、ダイヤモンドカットの技術で特許
を取得。国内最大の自社工房を持ち、
職人約150名が在籍。オーダーメイド

の文化、メイド・イン・ジャパンのものづ
くりを世界に広げていきたいと考えて
いる。
　一方、プリモ・ジャパンが100％出資
し2007年に設立した璞琳夢台湾は、
日本式の「パーソナルサポート」を特徴
として台湾域内で「アイプリモ」11店舗
およびオンラインストアを運営し、台湾
のブライダルジュエリー市場で約7％
（2018年度）のシェアを有する。嗜好の
多様化が進む台湾市場で更にシェア
を高めるためには、「アイプリモ」以外の
ブランドを展開する必要性を認識して
いたところ、両社の戦略的方向性が一
致し、共同出資会社設立に至る。
　なお、新会社の名称や役員構成、店
舗立地、具体的な取扱商品等につい
ては、正式な手続きを経た後、速やか
に公表するとしている。
　久野代表は「ジュエリー業界で国内

最大の自社工房を持つケイ・ウノの責
任として、日本のものづくりを継承した
いと考えています。澤野社長の“いい商
品・いいサービス”を世界に広げていき
たいという想いに共感しました。台湾に
強固な販売網を持つプリモ・ジャパン
とのパートナーシップで、世界進出が
できることを光栄に思います」と述べて
いる。
　澤野代表は「弊社はアイプリモブラ
ンドで、アジアでの海外展開を積極的
に進めていますが、久野社長の商品や
ものづくりに対する想いに感銘を受け
ました。11年間にわたり台湾で培った
事業ノウハウやネットワークを活かし、
高いクラフトマンシップを誇るケイ・ウノ
社とパートナーシップを組むことで、顧
客満足度を更に高め、ジュエリー業界
の発展に寄与できればと考えていま
す」とコメントした。

　新たなダイヤモンドビジネスに尽力
する「一般社団法人日本グロウンダイ
ヤモンド協会（JDGA）」代表理事を務
める石田茂之氏が、3月末に開催され
た「第6回国際ファッションワールド東
京春（FW）」の38本のセミナーのひと
つにおいて、『合成ダイヤモンド元年に
おける新たなダイヤモンドビジネス』を
テーマに講演した。
　FWは3日間の日程に38本のセミ
ナーを開催することから、会場内に複
数のセミナー会場を設けている性質
上、宝飾展示会とは異なる小さめのサ
イズではあったものの、立ち見がでるほ
ど会場いっぱいに200名を超す聴講
者が集まった。
　はじめに、天然ダイヤモンドを取り扱
う2代目としては最年長であり、天然ダ
イヤモンドの流通を宰るAWDCにおけ
る日本の大使である石田氏の自己紹介
と、2018年からこれまでに話題となっ
てきた合成ダイヤモンドの流れとして、
「海外ではラボラトリーグロウンダイヤ
モンドと呼ばれている」、「アメリカは日
本の3～4年程進んでいる」、「2018年
の宝飾展JCKでは34社が出展してい
た」ことなどを挙げ、アメリカ市場では7

割以上が取り組みに積極的で、日本の
宝飾業界は消極的だと説いた。
　その上で、ラボグロウンダイヤモンド
の 4つ
のポイ
ントを
上 げ
た。
　 1つ
目は 、
天然ダ
イヤモ
ンドもラボグロウンダイヤモンド（合成
ダイヤモンド、以下ラボグロウン）も両
方とも本物のダイヤモンドである。物質
的に全く同じで、硬さも輝きも同じ。
キュービックジルコニア（CZ）やモルサ
ナイトなどは擬似石であり、合成ダイヤ
モンドと呼ばれるが、グロウンダイヤモ
ンドは偽物ではない。例えとして、ハウ
ス栽培の蘭を合成蘭とは呼んでいない
のと同じ。地上で作られたものか、地中
深くで作られたものかの違い。また、
「合成」というのは、二つ以上のものを
合わせたものを指すが、ラボグロウンは
炭素だけでできているので、このまま
「合成」と呼ぶのが相応しいのかは業

界の課題であるとした。
　石田氏の「㈱ピュアダイヤモンド」の
契約の一つに、合成ダイヤモンドやシ
ンセティックを使わないことが示されて
おり、他と明確に区別できるようにされ
ているという。

　2つ目は、天然ダイヤモンドの特徴の
ひとつは、不純物を含むこと。ダイヤモ
ンド全体の98％を占めるのが不純物
を含むⅠa型と呼ばれるもので、その他
の2％が希少性の高い、不純物を含ま
ないⅡa型という。そして、ラボグロウン
は全てⅡa型で不純物を含まないもの
であること。つまり綺麗なダイヤモンド
であると考えられる。
　その上で、工業製品のように同じも
のをいくつも生産可能だと思われるか
もしれないが、ラボグロウンも天然ダイ
ヤモンドと同じく、二つとして同じものは
ないということ。
　なぜ、同じものはできないかという

と、会社による“レ
シピ”の違いと、製
造にかかるコストに
よるとのことだ。
　3つ目は、アメリ
カで売れている理

由のひとつ、
エコフレンド
リー、エシカ

ル、トレサビリティがしっかりしている
点。環境にやさしい点からハリウッドセ
レブをはじめ、アメリカでは支持する層
が広がっているという。特に婚約指輪
は人気だそうだ。ハリウッド俳優のレオ
ナルド・ディカプリオが『DIAMOND 
FOUNDRY』の株主であることなども
注目を集めているひとつの理由に挙げ
られる。
　4つ目は、価格的メリット。市場との比
較としてはだいたい半分だという。メレサ
イズにおいては、もっと下がると指摘して
いる。炭素を含まない綺麗なダイヤモン
ドでありながら、価格は天然よりもリー
ズナブルになる点が大きなメリットにな

りそう
だ。ま
た、プ
レミア
がつく
ような
ファン
シー
カラー

については、価格差は出るとのこと。
　業界内で囁かれている、価格の下落
についても触れ、設備投資や減価償却
まで考えると、すぐには難しいと思う。
長い先はわからないとした。
　最後に石田氏は、「グロウンダイヤモ
ンドは、コンシューマーサイドからいえ
ば非常にポジティブに捉えられている。
オークションやファッションブランドと
コラボレーションしながら新しい需要
を捉え、新たなビジネスが生まれようと
している」として、日本グロウンダイヤモ
ンド協会においては「日本市場におい
ても、きちんとしたルール作りがなけれ
ばいけないと思っている。なんでもかん
でも売ればいいのではなく、天然には
天然の価値があり、ラボグロウンにはラ
ボグロウンの価値があるので、協会で

はルールを設けている（ガードル刻印
の徹底、納品書等への素材の明記、製
品刻印規定など）」などと説明し、協会
は消費者信頼と、天然ダイヤモンドとラ
ボグロウンダイヤモンド双方の発展を
担うとした。また、「天然ダイヤモンドの
ジュエリーで数億円するようなジュエ
リーをラボグロウンであれば、50～
100分1の価格で提供できるようにな
る。手に入れることができなかったジュ
エリーを手にする喜びなどを創造で
き、新たな市場の開拓も可能となる。
LCCが出てきたときは、誰がサービス
の悪い飛行機なんて乗るものかと思っ
た人も多かったが、それまで海外旅行
を諦めていた人たちなどからは人気と
なった。また、アップルウオッチが登場
したからといって、高級時計が売れなく
なるというわけではない。ラボグロウン
ダイヤモンドは成長産業になり、新たな
市場をつくりあげるイノベーターとし
て、ファッション業界など業界の枠を超
えた発展を遂げていくはずだ。これを
私がやらなくとも、誰かがやることで、
誰も止めることはできない。より多くの
人にダイヤモンドを身につけてもらいた
い」と語った。
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業界の枠を超えファッションワールドで

　ニュー
ヨークを
拠点とす
るファッ
ション・
ファイン

ジュエラー「Meira T」は、多数のファッ
ション雑誌に取り上げられ話題となっ
ている。
　デザイナーのマダム・マイラ氏によって
1979年に設立され、マダム氏が生まれ
育ったドイツやベルギーなどのヨーロッ
パのクラシックなムードとニューヨーク
の洗練されたテイストが調和し、K18、
K14をベースに、ダイヤモンドや様 な々カ

ラーストーンを用いた軽やかなデザイン
が特徴的。日本では今年1月のIJTでお
披露目され、カジュアルにもフェミニンに
もいろいろなファッションに合わせられ
るジュエリーとして評判を得ている。
　ファッションに合わせやすく、ウェアラ
ブルな「Meira T」は、“A-リスト”と呼ば
れるスターやモデルなどセレブにファン
が多く、シャロン・ストーン、ヒラリー・ス
ワンク、ケイト・ハドソン、テイラー・ヒル、
シンディ・クロフォード、サルマ・ハエック
などが愛用している。
　アイテムは、リング、ネックレス、ペンダ
ント、ブレスレット、ピアスなど。中心価
格帯は10万円～30万円。
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ファッションに合わせやすく
多数の雑誌に掲載され話題の
ファインジュエラー「Meira T」

　簡単にプロ並みの美し
さで360度写真が撮れる
フォトシステムボックス

「ALOフォトスフィア」を㈱田邊
研電が販売し、話題を呼んで
いる。
　金属の写り込みや輝き、色の
変化にも気を使わなくてはなら
ないのがジュエリー。撮影は専
門のプロでなければ非常に難
しいが、ALOフォトスフィアなら
ば、球体の中に撮影対象を囲

い込み、4つのライトの色や光量が独
立して調整できるので、直感的にライ
ティングや写り込みの調整ができる。

　匠の技と新たな発想で最先端の
ジュエリーを想像するジュエリーメー
カーの㈱ジュホウ（木村亮治社長）は、
5月16日（木曜）、神戸で開催される
IJKに合わせて、同社開発の～宝飾工
房が作った本格的なアロマペンダント
「メディカルアロマジュエリー®」のアド
バイザーである、大阪大学名誉教授の
永井克也氏を招いての講演会を実施
することを発表した。場所はポートピア
ホテルで、時間は18時から。
　講演会後には、小売店企業の今後

の生き残りをか
けた「体感マー
ケティング」につ
いて、木村社長
が説明する。　

　木村社長は「これから先数年以内
に、必ずや“実店舗不要の時代”がやっ
てきます。もう“モノ売り”ではビジネス
としての存続は不可能になるはずです。
展示会ビジネスも構造的に崩壊するの
で手の打ち所が無くなります。どうか私
の話に耳を傾けて下さい」との熱い思
いで呼びかけている。
　参加希望者は、会場に制限が有る
ため、必ず参加人数を添えて、メール
にて申し込 みを 。木 村 亮 治 宛
yogi.kimura@gmail.com
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実店舗不要の時代に向け
ジュホウ木村社長が熱い呼びかけ

天然と合成の違いを説明

5月16日に説明会を開く 参加者募集中

日本グロウンダイヤモンド協会

シンガポールに初の旗艦店をオープン

自然科学理論による
より正確な
エンハンスメント鑑別書
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